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 ① 

 
 

奉仕を通じて	 平和を 
2012-13年度国際ロータリー会長 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 田中	 作次 

 

 平和という概念は、人によって、文化によって異なります。心の平安や家族の幸せ、満

足感を指す場合もあるでしょうし、人間の基本的ニーズが満たされた安全な状態を指すこ

ともあるでしょう。平和をどのように定義するにせよ、それは奉仕を通じて達成できる目標

です。 

 ロータリーにおいて、奉仕とは、片手間にすることでも、たまに取り組んでみることでもあ

りません。奉仕とは生き方です。それは、思いやりの心を重んじることであり、調和へとい

たる道です。生活のあらゆる場面で奉仕を実践することによって、私たちは分かち合いの

精神を育み、友好を見出し、平和の道を選ぶことができます。 

 2012-13 ロータリー年度には、平和が私たちの焦点、そして目標となり、ロータリアンの

皆様には、「奉仕を通じて平和を」もたらすため、積極的に活動していただくようお願いい

たします。平和に向けた努力は、すべての人、家族、クラブ、地区、地域、そして国から始

まると思います。 

 ロータリーの中核にあるのは、奉仕の力に対する信念です。奉仕を優先すれば、自分よ

りも他者のニーズが優先され、考え方ががらりと変わり、人々が抱える困難に対し、深い

同情の心が生まれます。人々を助けよう、人々がもっと幸せになるよう自分にできることを

しよう、という気持ちがさらに沸き上がります。自分の時間やリソースを惜しみなく与え、新

しい考え方に対してもさらに心を開くことができます。それは、他人を変えようとするので

はなく、すべての人やものが自分に何かを教えてくれること、毎日、新たな成長の機会が

与えられることを認識することになります。 

 奉仕を通じて、私たちは、違いに対して寛容になり、周囲の人に対して感謝の気持ちを

抱くようになります。感謝の気持ちを持てば、もっと相手を理解でき、あらゆる人の中に善

を見出せるようになります。こうした理解を深めることで、他者への尊重の念が高まり、互

いに対する尊重の念があれば、人々は平和に暮らすことができると思います。 

 ロータリーの奉仕は、さまざまなかたちで平和を助長します。私たちは、クラブと地区で、

世界中の地域社会に健康、安全、人間の尊厳をもたらすために活動し、競争よりも協力、

自分の儲けよりも公益に価値を置こうという気持ちが、私たち一人ひとりの中に生まれま

す。自分を見つめることを通じて、私たちは、完璧な人間などいないということ、そして誰も

が人から何かを学べるということを理解します。 

 ロータリー独自の標語、「超我の奉仕」は、奉仕の最高のかたちを表しています。このよ

うな奉仕こそ、私たちが歩むべき道であると、私は信じています。この道はロータリアンが

築いた道であり、世界のすべての人々が歩むことのできる道です。さらに深い思いやり、

満足、寛容、理解へといたる道です。「奉仕を通じて平和を」を標榜するなら、私たちは、

自分たち、そして世界のために、さらなる平和へ向けて邁進していくことができるでしょう。 
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2012-13 年度 国際ロータリー会長 

2006-10 年度 ロータリー財団管理委員 

2003-05 年度 国際ロータリー理事 

1994-95 年度 地区ガバナー 

 
田中作次氏は、株式会社ダイカ会長、全国家庭紙同業界連合会会長、八潮市商工会副会長を務め

られました。 

1975 年に八潮（やしお）ロータリー・クラブの創立会員としてロータリーに入会して以来、RI 理事、ロー

タリー財団管理委員のほか、2009 年バーミンガム国際大会委員長をはじめとする各種委員会の委員

と委員長、ロータリー財団地域コーディネーター、地区ガバナー、研修リーダーを歴任されました。自

身が所属する地区では、バングラデシュに学校を建設する活動に献身されました。 

RI 超我の奉仕賞およびロータリー財団の功労表彰状と特別功労賞を受賞された田中氏は、京子夫人

とともにポール・ハリス・フェロー、恒久基金ベネファクター、大口寄付者、そしてアーチ・クランフ・ソサ

エティーのメンバーとなっています。このほかにも、ロータリー平和フェローシップ基金を設立されまし

た。 

京子夫人とは 1963 年にご結婚され、現在、埼玉県八潮市にお住まいです。3 人のお子さんと 6 人の

お孫さんがいらっしゃいます。 

 

 

２０１２−２０１３年度 国際ロータリーのテーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

	 田中	 作次	 RI会長	 略歴	  
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ガバナー就任にあたって 
 
                       国際ロータリー第２５６０地区 

    2012~2013年度	 ガバナー	  
          鈴木	 重壱（長岡 RC） 

 
鈴木年度の船出にあたり、まずもって、ガバナー補佐並びに各クラブの会長並び

に運営関係者、地区活動を支えて頂きます担当委員会の皆様、そして地区全体のフ

ォローアップをいただきますパストガバナーの皆様方、地区内すべてのロータリア

ン同志の皆様、一年間どうぞよろしくお願い申し上げます。 
さて、鈴木年度で特筆すべきことに、ＲＩ会長に日本から田中作次氏が輩出され

たということはご案内の通りでありますが、何より衆目の心をつかんだことはロー

タリーの目指す究極目的である「世界の恒久平和」の実現に向け、先の大戦での苦

い経験を持つ日本人として全世界に向けて高々と「奉仕を通じて平和を」というテ

ーマを掲げられたことであります。昨今の国際情勢の閉塞感からして、まさに的を

得たテーマであり、ロータリーの究極である「超我の奉仕」に直結する理念でもあ

ります。 
このテーマの具現に向け、我々は機会を通じて日本人としての立ち位置の向上と

世界に向けて「平和の尊さ」を強くアピールしなければなりません。 
とはいえ、人間の「業」がひしめく現世で、その実現は並大抵なことではありま

せんが日本精神の根底に受け継がれた「恕」の心根を大切にして、あらゆる場で具

現する努力がその一歩となることを確信しております。 
この又と無いチャンスに、会員の皆様方と共に「恕の心を以って・奉仕を通じて

平和を」のスローガンを形にすべく、一丸となって取り組んで頂きます事を強く願

うものであります。 
皆様のますますのご健勝とご発展を願いつつ、ロータリアンであることの喜びを

実感できる楽しい一年を目指して船出いたしましょう！	 面舵いっぱい、ヨ―ソロ

ー「宜候」！！ 
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 ④ 

 

鈴木ガバナー年度のスタートにあたり！ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  国際ロータリー第２５６０地区	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 2011～12年度	 ガバナー 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  石本	 隆太郎（新潟 RC） 
 
 
	 鈴木重壱ガバナー年度のスタートに当たりまして、心からお祝い申し上げます。 
鈴木ガバナーにおかれましては、各１年間に亘るガバナーノミニーからガバナーエレクト

期間を通じて、第 2560地区の現況等をじっくりと見据えながら、自らのガバナー年度に
おける地区運営方針等について構想を練って来られました。ガバナーとして、与えられた

期間は 1年間という短い期間ではありますが、これまで描いてこられました‟夢“の実現
に向かって、いよいよ、具体的行動に移していただきたいと存じます。 
	 ロータリーは 100余年前の創立以来、「役員 1年交代の原則」と、「一業種一人の原則」
という、他の団体等ではあまり見られないルールにより、発展を続けてまいりました。 
特に「役員 1年交代制」は、RI会長であろうと、地区のガバナーであろうと、クラブの会
長であろうと、現職が後任者を選ぶことを極度に嫌っており、事業の継続性という面から

は、実に非効率な組織と云わざるを得ません。効率だけを考えれば、有能なリーダーが複

数年務めたり、腹心の副会長を後任に据えた方が、明らかに良いわけです。このことは、

“ロータリーが団体としての奉仕活動よりも、ロータリアン個人の奉仕に期待している。”

ことと無関係ではなく、これにより、組織の派閥化やマンネリ化が防がれてきたことは、

歴史的に実証されております。ロータリーは、その後、原点ともいうべき二つの標語、 
「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」と、「超我の奉仕」、更には「四つのテスト」

という行動規範も普及確立し、ロータリー発展の礎が築かれてまいりました。 
こうして、RI会長はカルヤン・バネルジー会長から、日本人としては 3人目に選出され

た田中作次会長にバトンタッチされ、年度テーマも「こころのなかを見つめよう	 博愛を

広げるために」から、「奉仕を通じて平和を」に変わりました。どちらも、同じ東洋人で

あるだけに、我々日本人にとっては分かり易く、とりわけ、田中作次会長のテーマは、自

らの掲げる「恕を以て和を為す」と同軸の理念であるとして、鈴木ガバナーは、「自信を

持って地区運営に当たりたい。」と宣言されました。ガバナーは、地区における、「国際ロ

ータリーの唯一の役員」として、全責任を負って地区の管理運営に当るわけですから、前

例にとらわれることなく、国際ロータリーの定款・細則に沿い、勇気をもって、地区内 57
クラブをご指導いただきたいと思います。 
	 私は、ガバナー公式訪問の場で、カルヤン・バネルジー会長の年度テーマの説明と共に、

「自らの足元を見直そう」を地区運営方針に掲げ、具体的には“七つのお願い”に纏めて、

皆様に訴えてまいりました。定款・細則の重要性や、会員増強と出席率の向上、地区会計

の徹底的見直し等ですが、成果の上がったもの、“道半ば！”のもの、様々であります。 
私のガバナー月信 6月号で、“ロータリーはゴールのない駅伝競走である！”と表題に

書かせていただきましたが、次の走者にタスキを無事に渡せたことに感謝申し上げますと

共に、次の走者である鈴木ガバナーが立派に完走されますことを心から祈念いたします。 
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 ⑤ 

 

地区協議会報告  
地区協議会副実行委員長	  
外山	 範茂（長岡 RC） 

 
	 2012-2013年国際ロータリークラブ第 2560地区協議会が、今年 4月にオープン
したばかりの、長岡市民交流の拠点「アオーレ長岡」で約 600 人の出席で開催さ
れました。 
	 田中ＲＩ会長エレクトは「奉仕を通じて平和を」を発信されました。これを受け

て、鈴木ガバナーエレクトは「恕を以って和を為す」の精神でＲＩのテーマ「奉仕

を通じて平和を」というロータリーの究極目標を全ての行動の基に置き、足元から

の充実を図り、以って世界平和の貢献の実現につなげようと呼応しました。 
	 そして、地区目標など次期運営方針の確認があり、今回新たに「ロータリー地域

協働ネットワークセンター」の設置が発表されました。 
	 講演会では第 2770 地区ＰＤＧ中村靖治様（吉川 RC）より「ロータリーの変革
期を考える」と題した講演をいただき、ＲＩ日本事務局財団室長、清水優季様より

ロータリー財団の新補助金モデル（未来の夢計画）について、お話しを頂き、最後

に協働ネットワークセンター長になられた平井邦彦様より、これからの地域の災害

に対してロータリーと地域を結ぶ組織として設立された意識と方針を話されまし

た。 
	 そのあと、9つの分科会が開かれ、その後開いた全体会議で各リーダーが内容を
発表されました。 
	 最後に、懇親会で出席者の新睦を深め、盛会裡のうちに終了しました。 
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 ⑥ 

	 
2012-2013年度	 	 

鈴木重壱ガバナー年度スタートにあたり	 

	 
                                国際ロータリー第２５６０地区	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 地区幹事	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 佐藤	 松雄（長岡ＲＣ）	 

	 	 

	 待ちにまった、長岡ロータリークラブより約半世紀ぶりに、2012-13年度ＲＩ第2560地

区ガバナーとして鈴木重壱氏が就任いたします。	 

	 昨年早々、東日本大震災の最中、第一回鈴木年度体制準備会議を開催して、勉強会のス

タートを切り、鈴木年度地区幹事として責務の重さを痛感し全う出来るか、大変心配して

いる次第	 

です。ロータリアンの皆様の御指導をよろしくお願いします。	 

	 ようやく、新年度を迎える準備も整いました。鈴木年度第2560地区スローガン「恕の心

を以って・奉仕を通じて平和を」を旗印に基本方針、地区目標、地区運営方針、予算をご

理解いただき、共に地区の発展にご協力をお願いします。	 

	 申すまでもなくロータリーの主役はロータリークラブです。私達ガバナー事務所は地区

内57クラブのそれぞれ活性化に向けた活動を少しでもお手伝い出来れば幸いです。	 

	 何かと不行き届きの点もあろうかと存じますが地区運営スタッフ並びに、事務局スタッ

フ共々、努力してまいる所存でございますので、よろしくご指導ご支援賜りますようお願

い申し上げます。	 
	 

	 

 
 
鈴木重壱ガバナー年度のスタートにあたり 

 
                             国際ロータリー第２５６０地区 

                                         地区財務委員 

                                     近藤 道弥（長岡ＲＣ） 

 

いよいよ鈴木年度が始まりました。エレクトとして、事務所を開設以来１２か月、地区組織づくり

において慎重、且つ的確に進められ、皆々様のご協力ご支援により、ＰＥＴＳ、地区協議会を滞り

なく終了し、業務を進行して参りました。私も財務委員を拝命し、ガバナー年度の始まりに当たり、

更に緊張し任務を遂行する所存でございます。 

鈴木年度予算は、１２年２月ＰＥＴＳで説明させていただき、５月地区協議会で承認いただきまし

た。鈴木年度においては、会員数を２，０００人として計上し、前年よりの会員負担額を変えず、特

別会計、一般会計を見直し調整を致しました。 

３年に一回の規定審議会費用の増加、新たにＲＣ活動の展望を見据えた「ロータリー地域ネットワ

ークセンター」の計画、「世界平和フォーラム」「未来の夢計画準備室」予算を計上致しました。 

全体的に厳しい予算組において、地区活動を活発に展開するに当たり、ご承認いただきました

地区資金会計基準を遵守し、予算執行状況を正確に把握して、皆様から分担戴いた資金を厳正

に効果的に運用するように努めてまいります。 

皆々様の絶大なご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 
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助

大
島

　
精

次
　

　
（
高

　
 田

）
馬

塲
　

信
彦

（
三

条
南

）
新

発
田

中
央

、
　

中
条

胎
内

、
　

村
上

岩
船

時
田

　
政

義
（
中

　
条

）
3

年
副

実
行

委
員

長
石

坂
　

　
貢

治

横
山

　
芳

郎
　

（
新

  
 潟

）
植

木
　

康
之

（
柏

　
 崎

）
第

2
分

区
・
ガ

バ
ナ

ー
補

佐
箕

輪
　

光
泰

地
区

財
務

委
員

副
実

行
委

員
長

稲
田

　
　

　
武

神
成

　
粛

一
　

（
新

潟
西

）
東

山
　

昕
也

（
高

  
 田

）
新

潟
、

　
新

潟
東

、
　

新
潟

南
、

　
佐

渡
、

　
新

潟
西

、
　

佐
渡

南
、

○
近

藤
　

道
弥

（
長

　
岡

）
2

年
○

担
当

幹
事

（
記

録
・
会

計
）

外
山

　
範

茂

中
條

  
耕

二
（
三

条
北

）
石

本
隆

太
郎

（
新

　
 潟

）
新

潟
北

、
　

新
潟

中
央

、
　

新
潟

万
代

須
貝

　
八

栄
（
中

　
条

）
3

年
２

０
１

２
・
５

・
２

０
（
日

）
ア

オ
ー

レ
長

岡

渡
辺

  
敏

彦
（
新

潟
南

）
第

3
分

区
・
ガ

バ
ナ

ー
補

佐
藤

村
平

一
郎

(白
　

根
）

高
橋

　
康

隆
（
新

　
潟

）
1

年
○

実
行

委
員

長
町

田
　

英
二

馬
塲

　
信

彦
（
三

条
南

）
米

山
記

念
奨

学
会

新
津

、
村

松
、

五
泉

、
白

根
、

新
津

中
央

、
阿

賀
野

川
ラ

イ
ン

地
区

委
員

会
担

当
幹

事
　

（
新

　
潟

）
副

実
行

委
員

長
外

山
　

範
茂

植
木

　
康

之
（
柏

　
 崎

）
理

  
 事

植
木

　
康

之
(柏

　
崎

）
第

4
分

区
・
ガ

バ
ナ

ー
補

佐
杉

山
　

太
三

郎
(　

巻
　

）
総

務
・
会

計
　

　
　

　
　

　
　

  
南

雲
　

博
文

　
（
長

　
岡

）
副

実
行

委
員

長
寺

井
　

達
男

東
山

　
昕

也
（
高

  
 田

）
評

議
員

東
山

　
昕

也
(高

　
田

）
三

条
、

　
燕

、
　

加
茂

、
　

三
条

南
、

　
分

水
、

　
見

附
、

　
吉

田
、

ガ
バ

ナ
ー

月
信

・
広

報
・
記

録
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 外
山

　
範

茂
　

（
長

　
岡

）
副

実
行

委
員

長
柳

沢
　

久
敏

石
本

隆
太

郎
（
新

　
 潟

)
地

区
研

修
リ
ー

ダ
ー

三
条

北
、

　
巻

、
　

　
田

上
あ

じ
さ

い
、

三
条

東
ク

ラ
ブ

奉
仕

委
員

会
関

　
　

啓
助

　
 （

長
　

岡
）

○
担

当
幹

事
（
記

録
・
会

計
）

江
口

　
清

市

東
山

　
昕

也
（
高

　
田

）
　

　
第

5
分

区
・
ガ

バ
ナ

ー
補

佐
青

木
　

省
一

(長
岡

西
）

職
業

奉
仕

委
員

会
地

区
大

会
２

０
１

２
．

１
１

．
１

８
ア

オ
ー

レ
長

岡

長
岡

、
　

柏
崎

、
　

長
岡

東
、

　
柏

崎
東

、
　

栃
尾

、
　

長
岡

西
、

社
会

奉
仕

委
員

会
佐

藤
　

一
男

　
（
栃

　
尾

）
○

実
行

委
員

長
内

山
　

輝
雄

意
義

あ
る

業
績

選
考

委
員

地
区

拡
大

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

柏
崎

中
央

国
際

奉
仕

委
員

会
山

川
　

浩
司

　
（
長

　
岡

）
副

実
行

委
員

長
長

部
　

三
郎

　

東
山

　
昕

也
（
高

　
田

）
植

木
　

康
之

（
柏

　
崎

）
第

6
分

区
・
ガ

バ
ナ

ー
補

佐
星

名
　

信
昭

新
世

代
奉

仕
委

員
会

高
橋

　
喜

一
　

（
長

　
岡

）
副

実
行

委
員

長
松

本
　

紘
明

石
本

隆
太

郎
（
新

　
潟

）
東

山
　

昕
也

（
高

　
田

）
十

日
町

、
　

小
千

谷
、

　
雪

国
魚

沼
、

　
十

日
町

北
、

　
津

南
、

ロ
ー

タ
リ
ー

財
団

委
員

会
副

実
行

委
員

長
岩

崎
　

由
三

鈴
木

　
重

壱
（
長

　
岡

）
石

本
隆

太
郎

（
新

　
潟

)
越

後
魚

沼
米

山
奨

学
委

員
会

白
井

　
　

誠
　

　
（
長

　
岡

）
　

誠
（
長

　
岡

）
○

担
当

幹
事

（
記

録
・
会

計
）

江
口

　
清

市

第
7
分

区
・
ガ

バ
ナ

ー
補

佐
真

保
　

俊
(頸

北
)

総
務

・
会

計
補

佐
小

倉
　

康
久

（
長

　
岡

）
親

睦
ゴ

ル
フ

大
会

２
０

１
２

．
１

０
．

１
１

（
木

）
長

岡
カ

ン
ト
リ
ー

倶
楽

部

規
定

審
議

会
代

表
議

員
高

田
、

　
直

江
津

、
　

新
井

、
　

糸
魚

川
、

妙
高

高
原

、
　

高
田

東
、

地
区

会
計

監
査

北
村

　
敏

雄
（
長

岡
東

）
実

行
委

員
長

青
木

　
　

章

◎
渡

辺
  
敏

彦
（
新

潟
南

）
○

馬
塲

　
信

彦
（
三

条
南

）
糸

魚
川

中
央

、
　

頸
北

、
　

越
後

春
日

山
副

実
行

委
員

長
川

上
　

真
司

Ｒ
Ｉ理

事
指

名
委

員
　

競
技

委
員

長
鈴

木
　

勝
也

＊
４

年
に

1
度

改
選

（
＊

次
回

は
2
0
1
1
-
1
2
年

度
地

区
大

会
で

指
名

委
員

を
選

出
）

　
担

当
幹

事
記

録
・
会

計
江

口
　

清
市

ロ
ー

タ
リ
ー

の
友

委
員

＊
主

要
行

事
特

別
委

員
会

は
、

1
ヶ

月
以

内
に

報
告

書
（
決

算
含

む
）
提

出
後

解
散

外
山

　
範

茂
　

　
　

（
長

　
岡

）

ク
ラ

ブ
奉

仕
委

員
会

職
業

奉
仕

委
員

会
国

際
奉

仕
委

員
会

新
世

代
奉

仕
委

員
会

ロ
ー

タ
リ
ー

財
団

委
員

会

◎
青

木
　

　
章

（
長

　
岡

）
◎

田
中

　
哲

夫
（
長

岡
西

）
◎

五
十

嵐
　

繁
◎

吉
井

　
雅

栄
（
長

岡
東

）
◎

西
村

　
好

弘
（
中

　
条

）
◎

　大
橋

　
義

弘
◎

渡
辺

　
敏

彦
（
新

潟
南

）
○

野
沢

　
正

信
　

　
　（

新
潟

北
）

会
員

増
強

・
拡

大
・
活

性
化

委
員

会
関

　
　

雅
生

（
柏

崎
東

）
渡

辺
　

嘉
子

佐
野

　
勝

榮
（
三

　
条

）
○

小
山

　
直

樹
（
白

　
根

）
○

安
藤

　
幸

夫
（
新

潟
東

）
寄

付
・
資

金
委

員
会

ポ
リ
オ

プ
ラ

ス
委

員
会

第
1
分

区
G

補
佐

井
岡

　
英

夫
（
水

原
）

馬
場

　
三

郎
（
十

日
町

）
海

津
　

正
男

小
林

　
太

吉
○

後
藤

　
隆

生
（
新

潟
南

）
○

水
上

　
喜

芳
（
高

田
）

第
2
分

区
G

補
佐

箕
輪

　
光

泰
（
新

潟
中

央
）

担
当

幹
事

 :
 棚

橋
　

秀
史

担
当

幹
事

 :
 佐

藤
　

一
男

担
当

幹
事

 :
 山

川
　

浩
司

イ
ン

タ
ー

ア
ク

ト
委

員
会

○
品

田
　

孝
行

南
雲

　
博

文
(長

岡
）

第
3
分

区
G

補
佐

（
白

　
根

）
事

務
局

 :
小

村
　

み
ど

り
事

務
局

 :
 小

村
　

み
ど

り
事

務
局

 :
　

羽
賀

　
亮

介
○

丸
山

　
松

志
北

川
　

栄
資

第
4
分

区
G

補
佐

（
　

巻
　

）
高

橋
　

正
明

石
澤

　
雅

弘
補

助
金

委
員

会
  
  

マ
ッ

チ
ン

グ
グ

ラ
ン

ト
委

員
会

第
5
分

区
G

補
佐

青
木

　
省

一
（
長

岡
西

）
※
５
大
奉
仕
委
員
会

新
世

代
リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト
室

笠
原

　
廣

（
長

岡
）

 
○

高
橋

　
秀

樹
（
新

潟
）

○
相

田
東

洋
雄

（
長

岡
西

）

第
6
分

区
G

補
佐

星
名

　
信

昭
（
十

日
町

北
）

・
ク

ラ
ブ

奉
仕

室
長

(柏
　

崎
）

ロ
ー

タ
ー

ア
ク

ト
委

員
会

○
田

中
　

雅
史

田
村

　
修

（
新

潟
西

）
和

田
　

紘
（
長

岡
東

）

第
7
分

区
G

補
佐

真
保

　
俊

（
頸

北
）

・
職

業
奉

仕
メ

ン
バ

ー
○

前
川

　
秀

樹
高

橋
　

信
行

細
川

　
三

男
司

（
長

岡
）

・
社

会
奉

仕
新

世
代

奉
仕

委
員

長
西

村
　

好
弘

(中
　

条
）

原
　

　
 信

博
宇

尾
野

　
隆

奨
学

金
委

員
会

G
S
E
委

員
会

広
報

委
員

会
・
国

際
奉

仕
国

際
奉

仕
委

員
長

吉
井

　
雅

栄
高

橋
　

清
文

（
新

潟
）

○
得

永
　

哲
史

（
新

潟
）

○
石

倉
　

悟
（
高

田
）

○
外

山
　

範
茂

（
長

岡
）

・
新

世
代

奉
仕

青
少

年
交

換
委

員
長

倉
茂

　
章

(頸
　

北
）

 ラ
イ

ラ
委

員
会

○
馬

場
　

伸
行

篠
田

　
昇

（
新

発
田

）
猪

又
　

勝
代

（
糸

魚
川

）

渋
谷

　
義

徳
（
三

条
北

）
有

識
者

委
員

○
椿

井
　

琢
光

 　
　

丹
治

　
芳

子

地
区

史
編

纂
委

員
会

表
彰

審
議

委
員

会
石

田
　

芳
博

（
弁

護
士

）
小

林
　

英
介

関
　

正
廣

学
友

会
委

員
会

○
横

瀬
　

和
夫

（
高

田
東

）
◎

佐
藤

　
松

雄
田

村
　

紀
子

（
医

　
師

）
木

戸
　

信
輔

(加
茂

）
○

田
村

　
修

（
新

潟
西

）

国
際

大
会

参
加

推
進

委
員

会
（
リ
ス

ボ
ン

）
南

雲
　

博
文

担
当

幹
事

：
佐

藤
　

松
雄

青
少

年
交

換
委

員
会

寺
嶋

　
一

夫
高

橋
　

哲
郎

（
柏

崎
）

○
田

嶋
　

晴
美

（
長

　
岡

）
外

山
　

範
茂

○
倉

茂
　

章
新

保
　

清
久

担
当

幹
事

：
佐

藤
　

松
雄

小
林

　
善

吉
担

当
幹

事
：
白

井
　

誠
担

当
幹

事
 :
 鈴

木
　

勝
也

担
当

幹
事

 :
 関

　
　

　
啓

助
　

　
　

事
務

局
 :
 小

村
　

み
ど

り
横

山
　

亘
事

務
局

：
小

村
　

み
ど

り
事

務
局

：
羽

賀
　

亮
介

本
間

　
長

市
未

来
の

夢
計

画
準

備
室

佐
藤

　
嘉

男
◎

渡
辺

　
敏

彦
（
新

潟
南

）
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー

担
当

幹
事

 :
 高

橋
　

喜
一

 
○

水
上

　
喜

芳
（
高

田
）

Ｇ

：
有

田
　

早
苗

○
野

沢
　

正
信

　
　

　（
新

潟
北

）
Ｇ

Ｅ

事
務

局
：
羽

賀
　

亮
介

担
当

幹
事

 :
 鈴

木
　

勝
也

　
事

務
局

：
羽

賀
　

亮
介

（
新

潟
南

）

(三
条

南
）

青
少

年
交

換
専

任
事

務
局

（
長

　
岡

）
（
頸

北
）

（
新

潟
万

代
）

第
１

～
第

７
　

ガ
バ

ナ
ー

補
佐

 ７
名

（
新

発
田

城
南

）

（
高

田
東

）

（
柏

崎
）

（
白

根
）

（
長

　
岡

）
　

　
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

（
長

　
岡

）
（
新

潟
東

）

（
長

岡
東

）
（
新

潟
）

(長
岡

東
）

奨
学

生
・
学

友
委

員
会

（
新

潟
西

）

大
島

煦
美

子
（
女

性
財

団
理

事
長

）
(糸

魚
川

中
央

）
（
新

潟
万

代
）

奨
学

生
選

考
委

員
会

植
木

康
之

（
新

潟
南

）

（
直

江
津

）
（
新

発
田

）

（
柏

崎
）

藤
村

平
一

郎
（
新

潟
北

）
（
新

潟
南

）

杉
山

　
太

三
郎

（
新

発
田

中
央

）
（
栃

尾
）

（
白

　
根

）
（
新

潟
北

）

（
新

津
中

央
）

（
白

　
根

）
（
新

発
田

城
南

）
寄

付
増

進
委

員
会

（
長

岡
東

）

（
長

岡
）

社
会

奉
仕

委
員

会
米

山
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2012年6月20日現在

行　 事 会 　場

1 (日) ガバナー・元・次期ガバナー懇談会 グランドプリンスホテル高輪

15・16 （日・月） インターアクト年次大会 東京学館高等学校

20 （金） 新世代奉仕委員会 まちなかキャンパス

21 （土） 地区新世代リスクマネージメント委員会 まちなかキャンパス

21 （土） ガバナー連絡会 長岡

21 （土） ロータリー財団定例ミーティング　懇親会

28 （土） クラブ奉仕委員会セミナー まちなかキャンパス

ローターアクト委員会 未定

ロータリー財団委員会　第1回地区補助金　募集案内7/中旬締切、7/下旬審査 未定

8月

10 （金） ロータリー財団定例ミーティング

25 （土） 米山奨学生親睦交流会 福島県（会津）

25 （土） 2013-14年ロータリー財団国際親善奨学生選考会 未定

25 （土） 第1回ロータリー財団セミナー 未定

2 （日） 第5分区IM（青木G補佐・長岡西RC） 長岡ベルナール（長岡市）

8 (土） 第2分区IM（箕輪G補佐・新潟中央RC） ANAｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ（新潟市）

8 （土） 第7分区IM（真保G補佐・頸北RC） 鵜の浜ニューホテル（上越市）

11・12 （火・水） ガバナーエレクト研修セミナー（GETS） グランドプリンスホテル新高輪

13 （木） 2013-2014年度の地区研修リーダーのためのセミナー(DTLS） グランドプリンスホテル新高輪

14 （金） 米山奨学委員会　学校説明会 新潟チサンホテル

22 （土） 第1分区IM（井岡G補佐・水原RC） 天朝閣（阿賀野市）

23 （日） 第6分区IM（星名G補佐・十日町北RC） ラポート十日町（十日町市）

23 （日） ロータリー財団国際親善奨学生オリエンテーション 未定

29 （土） 第4分区IM（杉山G補佐・巻RC） 『蛍の館』巻農業改善センター

第2回地区補助金　募集案内9/末頃締切、10/中旬審査、10/下旬地区承認通知

6～8 （土～月） ライラ研修会 糸魚川

11 （木） 鈴木年度　地区大会記念ゴルフ大会 長岡カントリークラブ

13 （土） 第3分区IM（藤村G補佐・白根RC） サルナート白根（新潟市）

20 （土） 第1回米山奨学委員長セミナー まちなかキャンパス

27 （土） 地域協働ネットワーク第2回委員会 未定

27 （土） ロータリー財団定例ミーティング　懇親会 未定

28 （日） 柏崎ＲＣ60周年 柏崎産業文化会館(柏崎)

17 （土） 鈴木年度　RI会長代理歓迎晩餐会 長岡グランドホテル

18 （日） 鈴木年度　地区大会 アオーレ長岡

27 （火） ガバナー会議 ホテルグランパシフィック

28・29 （水・木） ロータリー研究会 ホテルグランパシフィック

1 （土） 米山奨学生・学友会総会 長岡グランドホテル

8 （土） ガバナー連絡会 未定

8 （土） 地区諮問委員会 未定

8 （土） 山﨑ガバナーエレクト渡米壮行会 未定

ロータリー財団定例ミーティング　懇親忘年会 未定

新世代奉仕委員会 未定

13～19 （日～土） 2013年度国際協議会 ｱﾒﾘｶｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州ｻﾝﾃﾞｨｴｺﾞ

19 （土） 米山奨学生　選考会 新潟チサンホテル

2 （土） 第2回米山奨学委員長セミナー まちなかキャンパス

9 （土） 地区運営会議（鈴木年度） 長岡グランドホテル

9 （土） 地区諮問委員会（+予算管理委員会）（鈴木年度） 長岡グランドホテル

2 （土） 米山奨学生修了式・歓送会 ANAｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ新潟

6 （土） 米山カウンセラー研修会 万代シルバーホテル

7 （日） 長岡西RC30周年 長岡ベルナール

13 （土） 新潟中央ＲＣ20周年 ANAｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ新潟

21～26 （日～金） 規定審議会 アメリカイリノイ州シカゴ

26 （金） 台湾インターアクト東京学館受け入れ式典・パーティー 東京学館高等学校

ガバナー連絡会 長岡グランドホテル

11 （土） 白根ＲＣ50周年 サルナート（白根）

17～18 (金～土) 2013ロータリー世界平和フォーラム広島 ANAｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ広島

18 （土） 米山奨学生オリエンテーション ホテルオークラ新潟

2 （日） 新潟万代RC20周年 ホテルオークラ新潟

23～26 （日～水） RI国際大会 ポルトガル・リスボン

地区諮問委員会（鈴木年度） 長岡グランドホテル

鈴木年度感謝の集い 長岡グランドホテル

2013年
(H.25)

1月

ロータリー理解推進月間

2月

世界理解月間

3月
識字率向上月間

4月

ロータリー雑誌月間

5月

6月

ロータリー親睦活動月間

2012-13年度　地区主要行事予定　（鈴木年度）

年 月 日

2012年
(H.24)

7月

会員増強および拡大月間

9月

新世代のための月間

10月

職業奉仕月間・米山月間

11月

ロータリー財団月間

12月

家族月間
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2012-13年度　鈴木ガバナー公式訪問日程表（案）
2011.12.10現在

2012年

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 海の日 17 新潟 2 18 19 十日町 6 20 高田 7 21 22

23 三条南 4 24 25 26 新潟西 2 27 28 29

30 31

1 新潟南 2 2 3 新潟東 2 4 5

6 村上岩船 1 7 越後魚沼 6 8 9 燕 4 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 新発田 1 21 22 佐渡南 2 23 佐渡 2 24 25 26

27 28 新津中央 3 29 柏崎 5 30 加茂 4 31

1 2

3 津南 6 4 三条北 4 5 三条　4 6 春日山 7 7 8 9

10 新潟北 2 11 12 13 14 15 16

17 敬老の日 18 19 20 五泉、阿賀野川 3 21 22 秋分の日 23

24 25 分水 4 26 新井 7 27 小千谷 6 28 糸魚川中央 7 29 30

1 新潟万代 2 2 村松 3 3 十日町北 6 4 糸魚川 7 5 6 7

8 体育の日 9 豊栄・水原 1 10 巻 4 11 12 13 14

15 高田東 7 16 新潟中央 2 17 新津 3 18 妙高高原 7 19 吉田 4 20 21

22 柏崎東 5 23 田上あじさい 4 24 雪国魚沼 6 25 白根 3 26 27 28

29 30 柏崎中央 5 31 頸北 7

1 三条東 4 2 3 文化の日 4

5 6 直江津 7 7 新発田中央 1 8 新発田城南 1 9 中条胎内 1 10 11

12 13 14 中条 1 15 村上 1 16 17 18

19 20 21 22 見附 4 23 勤労感謝の日 24 25

26 27 28 29 30

1 2

3 4 栃尾 5 5 長岡東 5 6 長岡西 5 7 8 9

10 11 長岡 5 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 天皇誕生日

24 振替休日 25 26 27 28 29 30

31

10
月

11
月

12
月

金 土 日

7
月

8
月

9
月

予定あり ※ クラブ名のあとの数字は分区

月 火 水 木

9



第2560地区　2011-12年度　5月末　会員数および出席報告

7月1日
現在

5月末
会員数

うち女性 増減
7月1日
現在

5月末
会員数

うち女性 増減

第1分区(9クラブ) 89.05 332 338 30 6 第5分区(７クラブ) 90.73 297 311 30 14

新発田 3 100.00 79 81 0 2 長岡 4 89.97 41 46 2 5

村上 4 84.29 35 35 6 0 柏崎 4 84.24 44 46 0 2

水原 4 87.10 21 25 1 4 長岡東 4 94.20 68 66 6 -2

中条 4 93.55 35 31 2 -4 柏崎東 4 97.08 43 43 3 0

新発田城南 3 94.17 44 43 5 -1 栃尾 3 86.96 22 23 0 1

豊栄 4 92.39 21 23 4 2 長岡西 4 85.12 38 44 5 6

新発田中央 4 92.35 46 49 4 3 柏崎中央 3 97.56 41 43 14 2

中条胎内 3 75.00 28 28 4 0 第6分区(6クラブ） 86.40 149 155 8 6

村上岩船 4 82.61 23 23 4 0 十日町 4 98.52 32 34 0 2

第2分区(9クラブ) 87.92 392 412 23 20 小千谷 3 87.38 33 39 3 6

新潟 4 89.62 77 86 0 9 雪国魚沼 5 77.70 22 20 1 -2

新潟東 3 93.29 54 55 5 1 十日町北 4 94.56 25 23 2 -2

新潟南 4 83.37 71 78 0 7 津南 4 87.04 25 27 2 2

佐渡 3 71.00 14 14 0 0 越後魚沼 5 73.20 12 12 0 0

新潟西 4 89.85 34 33 1 -1 第7分区(9クラブ) 80.03 319 324 21 5

佐渡南 3 91.76 44 47 6 3 高田 3 66.67 69 68 1 -1

新潟北 4 88.28 36 37 0 1 直江津 5 78.62 44 45 2 1

新潟中央 3 93.94 22 23 2 1 新井 4 65.15 33 33 2 0

新潟万代 4 90.13 40 39 9 -1 糸魚川 4 78.63 36 36 1 0

第3分区(6クラブ) 77.56 148 149 6 1 妙高高原 4 95.00 6 5 0 -1

新津 3 85.34 25 25 0 0 高田東 3 100.00 36 38 2 2

村松 4 72.22 7 9 0 2 糸魚川中央 2 77.14 36 35 0 -1

五泉 4 92.50 22 22 2 0 頸北 5 79.99 16 17 1 1

白根 4 80.50 49 50 2 1 越後春日山 4 79.09 43 47 12 4

新津中央 4 84.80 35 33 1 -2

阿賀野川ライン 2 50.00 10 10 1 0

第4分区(11クラブ) 82.19 372 375 20 3 クラブ

三条 4 83.06 52 56 0 4 人

燕 4 81.98 26 26 0 0 人

加茂 4 83.55 38 38 5 0 人

三条南 3 87.92 48 46 0 -2 人

分水 4 92.50 32 30 2 -2 ％

見附 4 72.00 16 19 1 3

吉田 3 85.90 37 35 2 -2

三条北 4 81.34 66 71 4 5

巻 4 87.50 14 14 0 0

田上あじさい 4 66.60 5 6 1 1

三条東 3 81.72 38 34 5 -4

5月末 	会員数

女性会員数

R　C
例
会
数

出
席
率

会　員　数　

R　C
例
会
数

出
席
率

会　員　数　

純増減会員数

当月平均出席率

57

2,009

2,064

138

55

84.84

クラブ数

7月1日　会員数

10



国際ロータリー第２５６０地区　鈴木ガバナー事務所
  〒940-0066　長岡市東坂之上町１丁目２－１ 長岡グランドホテル５階（百合の間） 
ＴＥＬ／ 0258-89-7041　ＦＡＸ／ 0258-89-7043 　E-mail： s.suzuki@rid2560niigata.jp 
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